
          愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 第８回国際学術シンポジウム 

  「古代世界の鉄生産－中近東から東アジアまで－ 」 聴講記録  2015.12.6. 

  

  愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター国際シンポジウム 「古代世界の鉄生産－中近東から東アジアまで－ 」2015.12.6. 

12月6日午後 大阪天満橋 エル大阪のホールで開催されたシンポジウム 「古代世界の鉄生産－中近東から東アジアまで－ 」に

参加させてもらった。 毎年愛媛大学が推進してきた「 鉄の起源・鉄のユーラシア大陸伝播の道」の新しい知見が聴講できるうれ

しい進歩である。 

西アジアに起源を持ち、ユーラシア大陸を西から東へダイナミックに伝播し、そして日本に製鉄技術がもたらされた。 

村上恭通教授を中心とする愛媛大学東アジア古代鉄文化センターは、長きに渡り、中国やモンゴル、トルコ、ロシア・ハカス

共和国、カザフスタンなどのユーラシア大陸 の諸国・日本の研究者をも巻き込んで、ユーラシア大陸諸国での製鉄遺跡の共

同調査 および研究交流を推進。「鉄の起源並びに時代を超えた製鉄技術伝播の道<メタルロード>解明の連携プロジェクト」

を推進し、数々の成果を挙げ、来年にはこの連携プロジェクトの一括成果をまとめて国際会議を開き 区切りをすると聞く。  

   人口鉄を初めて作ったとされてきたヒッタイト以前の最古の鉄の発掘   

   鉄の起源に迫る銅製錬と密接な関係を示唆する出現期鉄器の頃パレスシナ製銅遺跡での鉄滓・小鉄塊    

   ヒッタイト以後ユーラシア大陸伝播の鍵を握るジョージアの製鉄遺跡群   

   ロシア 西シベリア・モンゴル匈奴の製鉄遺跡調査   

   四川成都高原の蜀・漢代の製鉄遺跡の調査等々  

   また、インド・スリランカ・東南アジア伝播の道も。  

この連携プロジェクトにより、鉄の起源・鉄のユーラシア大陸東進の道が今解き明かされつつあり、毎年 一度 その年の成

果報告を中心に鉄の起源・鉄のユーラシア大陸東進の道(Metal Road)の話が聞けるうれしいシンポジュウムが開催されてきた。 

この秋連携プロジェクトに携わる研究者が一堂に会して相互検討された国際会議が日本で開催されたのを機会に、今回のシン

ポジュウムが開かれ、連携プロジェクトで得られた新しい知見を中心に、中近東から東アジアに至るユーラシア大陸の古代鉄

の考古学研究の 最前線がそれぞれレビューされ、来年の連携プロジェクトまとめへのアプローチが紹介された。  

  今回は新たに ウラル・モンゴル・西シベリアの古代製鉄遺跡そしてインド・スリランカ・東南アジアの古代製鉄なども

紹介され、ユーラシア大陸鉄東進のメタルロードが解き明かされつつあると強く感じました。 

また センセーショナルに伝えられたパレスシナでの製銅現場での鉄・小鉄塊が鉄の起源とのイメージも強くなってきたと。 

来年の成果まとめに益々期待が膨らんでいます。 

次ページに聴講しながら、興味津々で撮らせていただいた新たな知見スライドの写真から、数枚掲載させていただきました。 
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 1. 人工鉄の起源の探求  ヒッタイト以前の時代の出土鉄器  

    最初の鉄は 東地中海沿岸で 銅製錬の副産物として誕生した可能性がある  

 

 

 



 

 

  2. ヒッタイト滅亡後 鉄器は 西アジアから ユーラシア大陸を東へ伝播 

    西アジアから東アジアへ 鉄器が伝播した道「ユーラシア大陸の東西を結ぶメタルロード」があった 

      関係各国協力しての調査研究で 今 そのメタルロードがベールを脱ぎはじめている 

       

 



すでに調査研究が報告された中国成都高原での古代製鉄や中

央アジアモンゴル高原「匈奴の鉄」につづいて、今回 北ア

ジア・ロシア(カスピ海周辺 & シベリア バイカル湖周辺)

や南のインドや東南アジアでの古代鉄調査の一端も紹介され、 

ユーラシア大陸の東西が古くからメタルロードで結ばれ、 

古代製鉄技術伝播の様子が見えてきている。 

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 



今回のシンポをふくめ、今までのシンポジューム聴講で見聞した「鉄の起源探求そして 西から東へユーラシア 

大陸を東進した古代鉄と東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road≫」について、  

2016年1月  和鉄の道・Iron Road home page に 

   鉄の起源・鉄の伝播探求 Review 2015≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫  

として 私の兆候記録として レビューさせていただきました。 

 

 

 

                         【和鉄の道・Iron Road】 掲載参考資料 by Mutsu Nakanishi 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪愛媛大学 東アジア古代鉄文化センター鉄の起源の探求 シンポジュウム 聴講記録 》 リスト   

    東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道 《Metal Road & Iron Road≫ 

 

1. 日本のたたら製鉄の源流を考える                             2007.10.27. 

     ヒッタイト・ツタンカー メンの鉄   そして 四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流???   

            http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf 

2. 日本のたたら製鉄の源流を考える                             2008.2.5.. 

        愛媛大学 東アジア古代鉄文化センターシンポジューム  

      「中国西南地域の鉄から古代東アジアの歴史を探る 鉄の起源を求めて」 に参加して 

          http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0802road.htm 

          ヒッタイト・ツタンカーメンの鉄そして四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流???   

3.  愛媛大学 東アジア古代鉄文化センター シンポジュウム 

      「たたら製鉄の歴史と技術」聴講概要                         2009.11.28       

         http://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf 

4. 愛媛大学東アジア古代鉄研究所  国際シンポジュウム「鉄と匈奴」        2013.11.9. 

    第6回国際シンポジュウム「鉄と匈奴 遊牧国家像のパラダイムシフト」概要抜粋 

     東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求  

     BC3世紀～AD1世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が独自の製鉄技術を持っていた  

      http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm 

5. 愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センター「鉄の起源の探究」成果報告聴講まとめ 2015.2.14.       

   青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」 

   http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm 
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